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はじめに

　近年，マダニ類が媒介する病原体による感染症が
全国的に発生しており，石川県でも重症熱性血小板
減少症候群（SFTS）による死亡例が2015年に初め
て確認された。国立感染症研究所や地方自治体では，
マダニから身を守る方法などをホームページ上で公
開しており（国立感染症研究所，2015；石川県，
2016），マダニに対する関心は高まっている。しか
しながら，石川県におけるマダニ類の分布や種類相
については，能登地方での刺症例がある程度（及川
ら，1995）で，加賀地方からは報告されていない。

　石川県白山自然保護センターでは2016年に加賀地
方の山林で行ったニホンジカ（Cervus nippon）の調
査時に職員の衣服にダニが付着しているのを発見し
た。これはタカサゴキララマダニ（Amblyomma 

tetsudinarium）であることが判明したが，同種は南
方由来で（山内・高田，2015），石川県では2014年
に初めて刺症例が確認された（池村ら，2014）こと
もあってその拡大が懸念された。
　そこで，加賀地方におけるマダニ相とマダニ類の
野生動物への寄生状況を明らかにするために，2016
年度に野生動物に付着したマダニ類について調査を
行ったのでその結果を報告する。
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写真１　タカサゴキララマダニ（左）とタイワンカクマダニ（右）
いずれもメス成虫。１目盛は１mmを表す。



石川県白山自然保護センター研究報告　第43集

─ 30 ─

調査方法

　2016年 8 月から2017年 1 月までに，野生動物の解
体・食肉加工施設である白山ふもと会に有害鳥獣駆
除や狩猟などの目的で捕獲され運び込まれた大型哺
乳類のうち，ニホンイノシシ（Sus scrofa）7 頭，ニ
ホンジカ 1 頭について体表を観察し，1 頭のニホン
イノシシを除くすべての個体からマダニ類を採集し
た（表 1）。また，白山市内で有害個体として処分さ
れたニホンイノシシ 1 頭，ニホンザル（Macaca 

fuscata）1 頭，狩猟によって捕獲されたニホンイノ
シシ 2 頭についても死亡直後の体表を観察しマダニ
類を採集した（表 1）。
　これら大型哺乳類の調査以外にも，4 月と10月に
白山自然保護センター職員が調査で山林に入った際
に衣服に付着していたマダニ類についても記録した
（表 3）。採集した個体はすべて70％エタノールで液
浸保存し，同定した。なお，今回の報告では成虫の
みを対象とした。

調査結果と考察

　調査の結果，動物の体表に付着していたマダニ類 

6 種67個体，人の衣服に付着していたマダニ類 2 種 

5 個体，合計 7 種72個体が採集された（表 2）。これ
らのうち，最も多く採集されたのはタカサゴキララ
マダニの30個体，次いでタイワンカクマダニ
（Dermacentor taiwanensis）の22個体で，これら 2 種
で全採集個体の72％を占めた。また，これら 2 種は
南方系の種とされるが（山内・高田，2015），いず
れも福井県下ではすでに広範囲に生息していること

が確認され（石畒ら，2013），分布範囲を北方に広
げていることが推察できる。今回の結果でも，タカ
サゴキララマダニは加賀市，小松市および白山市，
タイワンカクマダニは白山市および金沢市で捕獲さ
れたニホンイノシシから数多く確認されており，石
川県加賀地方においてもすでに広範囲かつ比較的多
く生息していることが確認された。
　性別ごとの個体数はオスが23個体，メスが49個体
とメスが全体の68％を占めており，二項分布検定で
雌雄の比率に有意差（p=0.007）が認められたが，
種ごとの検定結果ではメスだけが記録されたフタト
ゲチマダニ（Haemaphysalis longicornis）とオオトゲ
チマダニ（Haemaphysalis megaspinosa）以外では有
意差が認められなかった（p>0.05）（表 3）。メスの
うち30個体は吸血し，体が肥大していた。また，マ
ダニ類が付着している部位は，耳の裏や脚の付け根，
肛門など皮膚が柔らかく吸血しやすい部位がほとん
どだった。
　採集された時期は調査期間中の 8 月から 1 月まで
にわたっている（表 1）。一般に，冬季のマダニ類は
越冬のため活動しなくなるといわれているが，奈良
公園のシカからは 1 月にキチマダニ（Haemaphysalis 

flava）とオオトゲチマダニの成虫が採集されており
（坂井・鳥居，2014），埼玉県での野生動物からは
冬季にも相当数のマダニ類の寄生が見られている
（藤本ら，1987）ことから，石川県でも種によって
は冬季にも活動していることが予想できる。本調査
では 1 月 6 日に白山市柳原で捕獲されたニホンイノ
シシからはマダニ類は確認できなかったが，1 月16
日に白山市木滑で捕獲されたニホンイノシシからは

表１　調査を行った動物

No. 種　　名 捕獲日 捕獲場所 備　　　考
1 ニホンイノシシ 2016年８月18日 白山市 吉岡 ふもと会に搬入された個体
2 ニホンイノシシ 2016年８月19日 金沢市 東長江町 ふもと会に搬入された個体
3 ニホンイノシシ 2016年９月６日 金沢市 東長江町 ふもと会に搬入された個体
4 ニホンイノシシ 2016年９月６日 金沢市 東長江町 ふもと会に搬入された個体
5 ニホンジカ 2016年９月30日 白山市 曽谷町 ふもと会に搬入された個体
6 ニホンイノシシ 2016年10月19日 白山市 明島町 有害鳥獣駆除個体を現地で調査
7 ニホンザル＊ 2016年10月31日 白山市 佐良 有害鳥獣駆除個体を現地で調査
8 ニホンイノシシ 2016年11月６日 金沢市 四坊高坂 ふもと会に搬入された個体
9 ニホンイノシシ 2016年11月９日 小松市 中海 ふもと会に搬入された個体
10 ニホンイノシシ＊ 2017年１月６日 白山市 柳原 ふもと会に搬入された個体
11 ニホンイノシシ 2017年１月16日 白山市 木滑 狩猟で捕獲された個体を現地で調査

＊No. 7のニホンザルおよびNo. 10のニホンイノシシからはマダニ類は確認できなかった。
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タカサゴキララマダニが採集された。このニホンイ
ノシシは 1 m近く積雪のある山中で捕獲されたもの
で，この時期に南方系のタカサゴキララマダニが採
集されたことは，南方由来のマダニ類でも冬季にあ
る程度活動できることを示唆している。
　今回の調査では，ニホンイノシシにはタカサゴキ
ララマダニ，タイワンカクマダニ，キチマダニ，オ
オトゲチマダニおよびカモシカマダニ（Ixodes 

acutitarsus）の 5 種類が付着していた（表 3）。千葉
県（角田，2012）および埼玉県（藤本ら，1986）で
調査したニホンイノシシから採集されたマダニ類は
ほとんどがチマダニ属の種で，タカサゴキララマダ
ニやタイワンカクマダニは記録されていなかった。
今回の調査で得られた結果と千葉県，埼玉県の種ご
との個体数をもとにしてBray-Curtis similarityによる
類似度を求めたところ，それぞれ9.3％および28.6％
と全く種構成が異なっていた。ただ，地域による種
構成の違いはこれまでも報告されており（菅ら，
2014；高田，2015），同じ宿主であっても地域が異
なると寄生するダニが異なることが示唆された。
　ニホンジカに付着していたのはキチマダニとフタ
トゲチマダニ 1 個体ずつだった（表 3）。ただ，ニホ
ンジカは 1 例だけしか調査できず，宿主による違い
を検討するには至らなかった。ニホンザルも 1 個体
だけしか調査できなかったが，その個体にマダニ類
は付着していなかった。角田（2012）は千葉県の調
査でニホンザルからマダニ類が検出されなかったこ
とについて，グルーミングによる除去可能性を予想
しており，本結果からもニホンザルが何らかの手段
でマダニ類を除去している可能性が考えられる。
　調査員の衣服に付着していたのはタカサゴキララ
マ ダ ニ 4 個 体 と ヒ ト ツ ト ゲ マ ダ ニ（Ixodes 

monospinosus）1 個体だった（表 2）。マダニ類が付
着していたのはニホンジカの糞塊調査時 4 回で，い
ずれも加賀地域低山地の登山道などのない尾根部を

歩いていたときだった。このことからも，タカサゴ
キララマダニが加賀地域の山林に広範囲に分布して
いることがうかがえる。

ま と め

　石川県加賀地方のニホンイノシシをはじめとする
野生動物には多くのマダニ類が付着していることが
確認できた。現在県内では，南方から侵入したニホ
ンイノシシやニホンジカが分布を拡大し，その数も
増加している（石川県，2015a，b）。南方系のタカ
サゴキララマダニおよびタイワンカクマダニがニホ
ンイノシシに多く付着していたことから，これら動
物の分布域の変化がマダニ類の分布拡大に寄与して
いることは間違いないだろう。
　しかしながら今年度採集した個体数はまだ多くは
ない。マダニ類由来の感染症対策の基礎資料とする
ためにも今後も調査を継続し，石川県におけるマダ

表２　動物の皮膚および人間の衣服に付着していたマダニ類

学　　　　　名 和　　　　名 付着数
動　物 人の衣服

Amblyomma tetsudinarium タカサゴキララマダニ 26 4
Dermacentor taiwanensis タイワンカクマダニ 22
Haemaphysalis flava キチマダニ 12
Haemaphysalis longicornis フタトゲチマダニ 1
Haemaphysalis megaspinosa オオトゲチマダニ 4
Ixodes acutitarsus カモシカマダニ 2
Ixodes monospinosus ヒトツトゲマダニ 1

写真２　 ニホンイノシシの体表に付着しているタイ
ワンカクマダニメス成虫。
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ニ類の種構成，分布状況，宿主動物との関係などを
より明らかにする必要がある。
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表３　 ニホンイノシシとニホンジカの皮膚に付着し
ていたマダニ類

種名 性 ニホンイノシシ ニホンジカ
タカサゴキララマダニ ♂ 9

♀ 17
タイワンカクマダニ ♂ 7

♀ 15
キチマダニ ♂ 4 1

♀ 7
フタトゲチマダニ ♂

♀ 1
オオトゲチマダニ ♂

♀ 4
カモシカマダニ ♂ 1

♀ 1


